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一

　

ド
イ
ツ
学
術
交
流
会
（
Ｄ
Ａ
Ａ
Ｄ
）
の
「
独
日
韓
大
学
間
提
携
助
成
金
」

の
適
用
を
受
け
て
、
芸
術
学
科
が
ワ
イ
マ
ー
ル
の
フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ス
ト
音

楽
大
学
音
楽
学
科
と
学
術
交
流
を
始
め
た
の
は
二
〇
〇
八
年
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
交
流
の
発
端
は
た
し
か
二
〇
〇
五
年
に
、
同
大
学
の
学
長
で
著
名

な
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
も
あ
る
ロ
ル
フ
・
デ
ィ
ー
タ
ー
・
ア
ー
レ
ン
ス
教
授
が

来
日
さ
れ
、
日
本
の
教
育
機
関
と
の
実
質
的
な
交
流
を
求
め
ら
れ
た
こ
と

に
よ
る
。
明
治
学
院
大
学
の
場
合
、
文
学
部
に
芸
術
学
科
は
あ
る
も
の
の

実
技
教
育
は
や
っ
て
お
ら
ず
理
論
的
研
究
が
中
心
な
の
で
、
音
楽
学
科
と

の
交
流
な
ら
可
能
か
も
し
れ
な
い
と
お
答
え
し
た
覚
え
が
あ
る
。

　

翌
二
〇
〇
六
年
六
月
、
樋
口
が
芸
術
監
督
を
務
め
る
明
治
学
院
バ
ッ

ハ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
合
唱
団
は
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
国
際
バ
ッ
ハ
音
楽
祭
に
出
演

し
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
教
会
で
の
聖
霊
降
臨
祭
礼
拝
で
バ
ッ
ハ
の
カ
ン
タ
ー

タ
《
か
く
も
神
は
世
を
愛
し
た
ま
え
り
》
Ｂ
Ｗ
Ｖ
六
八
ほ
か
を
演
奏
し
た
。

さ
ら
に
バ
ッ
ハ
生
誕
の
地
で
あ
る
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
の
聖
ゲ
オ
ル
ク
教
会
で
も

演
奏
会
を
予
定
し
て
い
た
た
め
、
ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
、
ワ
イ
マ
ー
ル
な

ど
の
バ
ッ
ハ
が
活
躍
し
た
町
々
を
巡
る
小
旅
行
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
ワ
イ

マ
ー
ル
に
滞
在
し
た
折
に
、
フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ス
ト
音
楽
大
学
に
も
表
敬
訪

問
を
行
っ
た
の
だ
っ
た
。
す
る
と
、
音
楽
学
科
の
主
任
教
授
で
ド
イ
ツ
音

楽
学
会
会
長
と
し
て
知
ら
れ
る
デ
ト
レ
フ
・
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
教
授
が
待

っ
て
お
ら
れ
た
。
お
互
い
に
ど
う
も
初
対
面
の
気
が
し
な
か
っ
た
が
、
話

し
て
い
る
う
ち
に
、
二
〇
〇
三
年
五
月
に
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
バ
ッ
ハ
・

ア
ル
ヒ
ー
フ
で
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
音
楽
手
稿
譜
の
修
復
と
デ
ジ

タ
ル
化
」
に
参
加
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
と
き
は
私
も

『
新
バ
ッ
ハ
全
集
』
の
校
訂
者
の
ひ
と
り
と
し
て
発
表
を
し
た
の
で
、
見

覚
え
が
あ
っ
て
当
然
な
の
だ
っ
た
。

　

広
大
な
音
楽
学
科
の
校
舎
と
図
書
館
を
案
内
し
て
下
さ
っ
た
が
、
図
書

	
は
じ
め
に
―
交
流
の
経
緯
な
ど
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館
に
は
当
然
な
が
ら
『
新
バ
ッ
ハ
全
集
』（
全
一
〇
八
巻
）
の
コ
ー
ナ
ー
が

あ
っ
た
の
で
、
自
分
が
校
訂
し
た
巻
を
抜
き
出
し
て
「
こ
れ
が
私
の
仕
事

で
す
」
と
言
っ
て
お
見
せ
し
た
と
こ
ろ
、
大
喜
び
さ
れ
、
な
ん
と
サ
イ
ン

を
し
ろ
と
言
わ
れ
る
。
図
書
館
の
本
に
書
き
込
む
の
は
気
が
引
け
る
と
断

っ
た
が
、「
構
う
も
の
か
。
良
い
記
念
だ
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
の
で
、
断

り
切
れ
ず
、
禁
を
犯
し
た
こ
と
を
告
白
し
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
そ
ん
な

ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
教
授
の
豪
快
な
人
柄
に
魅
了
さ
れ
た
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。（
図
版
１
）

　

ホ
テ
ル
ま
で
送
っ
て
下
さ
る
途
中
に
、
教
授
の
官
舎
に
立
ち
寄
っ
て
下

さ
っ
た
。
そ
れ
は
な
ん
と
十
九
世
紀
に
は
作
曲
家
の
リ
ス
ト
が
、
ヴ
ィ
ト

ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
侯
爵
夫
人
と
愛
の
巣
を
営
ん
だ
「
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
」

の
館
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
か
つ
て
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
大
学
教
授
だ

っ
た
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
教
授
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
音
楽
大
学
か
ら
の
ス
カ
ウ

ト
を
受
諾
す
る
決
心
を
し
た
大
き
な
理
由
の
ひ
と
つ
が
、
ご
自
分
の
名
前

と
同
じ
こ
の
「
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
」
館
に
住
め
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
と

言
わ
れ
た
が
、
大
い
に
納
得
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
ん
で
も
階
下
は
「
フ

ラ
ン
ツ･

リ
ス
ト
研
究
セ
ン
タ
ー
」
や
リ
ス
ト
・
ザ
ー
ル
な
ど
公
共
の
施

設
が
あ
り
、
官
舎
は
最
上
階
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。（
図
版
２
）

　

交
流
の
も
う
ひ
と
り
の
立
役
者
は
、
若
い
音
楽
学
者
の
シ
ュ
テ

フ
ァ
ン
・
メ
ン
ツ
ェ
ル
君
で
あ
る
。
彼
は
当
時
、
ア
ル
テ
ン
ブ
ル

ク
教
授
が
指
導
す
る
博
士
後
期
課
程
生
で
、
日
本
の
近
現
代
音
楽

に
お
け
る
和
楽
器
の
使
用
に
関
す
る
研
究
を
志
し
て
い
た
。
今
か

ら
考
え
る
と
、
彼
の
向
学
心
と
努
力
と
、
そ
れ
を
支
え
よ
う
と
す

る
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
教
授
と
私
の
意
志
が
大
き
な
駆
動
力
と
な

り
、
こ
の
交
流
事
業
が
発
展
し
た
と
も
い
え
る
。
二
〇
〇
七
年

度
、
メ
ン
ツ
ェ
ル
さ
ん
は
ま
ず
日
本
語
を
学
ぶ
た
め
に
Ｄ
Ａ
Ａ
Ｄ

の
奨
学
生
と
し
て
東
京
大
学
に
留
学
し
た
あ
と
、
引
き
続
き
明
治

学
院
大
学
で
私
の
指
導
の
も
と
で
所
期
の
研
究
を
行
い
た
い
と
い

う
。
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
教
授
と
私
は
、
彼
の
研
究
活
動
を
軸
と

し
て
、
両
大
学
の
交
流
事
業
を
発
展
さ
せ
る
べ
く
、
Ｄ
Ａ
Ａ
Ｄ

の
「
独
日
韓
大
学
間
提
携
助
成
金
」
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
幸
い

に
も
ま
ず
二
〇
〇
八
年
〜
二
〇
一
〇
年
の
三
年
間
の
助
成
が
採
択

図1

図2
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さ
れ
、
さ
ら
に
二
〇
一
二
年
ま
で
の
二
年
間
の
延
長
が
許
さ
れ
た
。
そ
し

て
二
〇
一
三
年
は
小
休
止
と
な
っ
た
が
、
二
〇
一
四
年
か
ら
二
〇
一
五

年
の
再
延
長
も
許
可
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
メ
ン
ツ
ェ
ル
君
は

二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
、
言
語
文
化
研
究
所
の
研
究
員
と
し
て
本

学
に
留
学
し
、
帰
国
後
は
ワ
イ
マ
ー
ル
音
楽
大
学
の
助
手
と
し
て
交
流
事

業
の
実
務
を
担
っ
て
く
れ
て
い
る
。
二
〇
一
四
年
に
は
ワ
イ
マ
ー
ル
大
学

で
め
で
た
く
博
士
号
も
取
得
し
、
気
鋭
の
研
究
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　

交
流
事
業
の
根
幹
は
、
教
員
と
学
生
が
相
互
に
訪
問
し
合
い
、
学
術

的
な
意
見
の
交
換
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
二
〇
〇
八
年
十
二
月
に

は
、
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
教
授
が
来
日
さ
れ
、
本
学
に
お
け
る
樋
口
の
講

義
や
ゼ
ミ
の
な
か
で
精
力
的
に
四
つ
の
講
演
を
さ
れ
た
。
ま
ず
十
二
月
八

日
（
月
）、
大
学
院
ゼ
ミ
で
の
「
リ
ス
ト
の
標
題
音
楽
理
念Listzs Id

ee 

d
er P

ro
gram

m
u
sik

」（
ド
イ
ツ
語
・
英
語
）
を
皮
切
り
に
、
十
二
月

十
一
日
（
木
）
に
は
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
《
魔
笛
》
に
お
け
る
隠
喩
と
様
式

の
引
用
と
統
合A

llu
sio

n
, Stilzitat u

n
d
 Stilsyn

th
ese in

 M
o
zarts 

Z
au

b
er�

ö
te

」（
樋
口
の
邦
訳
は
『
藝
術
学
研
究
第
一
九
号
』
に
所
載
）、

十
二
月
十
二
日
（
金
）
に
は
横
浜
校
舎
で
「
音
楽
と
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
ーM

u
sic an

d
 cu

ltu
ral id

en
tity

」（
英
語
、
加
藤
拓
未
通
訳
）

と
「
リ
ス
ト
の
手
か
ら
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
精
神
を
―
十
九
世

紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
オ
ペ
ラ
編
曲
と
理
念
転
換V

erd
is 

G
eist au

s Listzts H
än

d
en

: O
p
ern

tran
sk

rip
tio

n
 u

n
d
 

Id
een

tran
sfer im

 E
u
ro

p
a d

es 19. Jah
rh

u
n
d
ert

」（
樋

口
通
訳
、
小
林
幸
子
の
邦
訳
は『
言
語
文
化
第
二
七
号
』所
載
）

と
続
い
た
。
横
浜
校
舎
で
行
っ
た
最
後
の
二
つ
は
、
学
部
一
・

二
年
次
生
対
象
で
あ
り
、
正
直
の
と
こ
ろ
難
し
す
ぎ
る
か
と

思
っ
た
が
、
そ
れ
は
杞
憂
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
講
演
後
、
若

者
た
ち
は
口
々
に
感
動
と
感
謝
の
言
葉
を
私
た
ち
に
伝
え
て

く
れ
た
の
で
あ
る
。
私
た
ち
は
こ
の
体
験
に
よ
っ
て
す
で
に

交
流
事
業
の
意
義
の
大
き
さ
と
確
実
な
手
応
え
を
感
じ
て
い

た
（
図
版
３
・
４
）

　

こ
の
年
、
本
学
か
ら
は
、
三
人
の
短
期
留
学
生
を
ワ
イ
マ

ー
ル
に
送
り
込
ん
だ
。
ま
ず
八
月
、
同
じ
ワ
イ
マ
ー
ル
に
あ

図3　（左から）アルテンブルク教授、大西学長、ヤン
ゼンDAAD東京事務所長、樋口

図4　公演中のアルテンブルク教授と樋口（通訳）
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る
バ
ウ
ハ
ウ
ス
大
学
に
よ
る
ド
イ
ツ
語
夏
期
講
座
で
ド
イ
ツ
語
の
特
訓
を

受
け
た
あ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
博
士
前
期
生
と
学
部
四
年
生
の
二
人
は
九
月
を

ワ
イ
マ
ー
ル
で
過
ご
し
、
卒
業
生
の
小
山
田
薫
さ
ん
は
、
さ
ら
に
十
二
月

ま
で
滞
在
し
て
ド
イ
ツ
の
学
生
生
活
を
楽
し
ん
だ
。
小
山
田
さ
ん
は
そ
の

後
、
本
格
的
な
ド
イ
ツ
留
学
を
志
し
、
現
在
は
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
音
楽
大
学

で
教
会
音
楽
を
学
ん
で
い
る
。

　

二
〇
〇
九
年
の
事
業
の
大
半
は
、
メ
ン
ツ
ェ
ル
さ
ん
の
日
本
で
の
研
究

生
活
が
中
心
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
そ
れ
で
私
た
ち
に
と
っ
て
も
大
き
な

成
果
が
あ
っ
た
。
大
学
院
の
樋
口
ゼ
ミ
で
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
本
部

を
置
く
「
国
際
音
楽
資
料
情
報
協
会
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
」
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成

の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
日
本
語
版
を
作
成
し
て
い
た
の
だ
が
、
メ
ン
ツ

ェ
ル
さ
ん
の
参
加
は
大
き
な
助
け
と
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
語
原
文
の
細
か
い

ニ
ュ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
彼
が
難
し
い
漢
字
ま
で
知
っ

て
い
る
の
に
は
驚
か
さ
れ
、
そ
れ
が
ま
た
日
本
人
学
生
に
も
大
い
に
刺
激

と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

二
〇
一
〇
年
は
、
樋
口
の
ワ
イ
マ
ー
ル
訪
問
で
始
ま
っ
た
。
五
月

二
十
五
日
、
ワ
イ
マ
ー
ル
音
楽
大
学
音
楽
学
科
で
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
公
開
講
演
の
テ
ー
マ
は
「
日
本
の
西
洋
音
楽
一
五
〇
年  150 Jah

re 

E
u
ro

p
äisch

er M
u
sik

 in
 Jap

an

」。
日
本
近
代
音
楽
館
の
本
学
図
書

館
移
管
に
腐
心
し
て
い
た
私
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
テ

ー
マ
で
も
あ
っ
た
。
ワ
イ
マ
ー
ル
音
楽
大
学
の
教
員
・
学
生
の
み
な
ら

ず
、
当
時
私
が
共
訳
を
進
め
て
い
た
『
こ
の
く
ち
づ
け
を
世
界
の
す
べ
て

に
―
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
危
機
か
ら
の
創
造
的
飛
躍
』（
ア
カ
デ
ミ
ア
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
株
式
会
社
、
二
〇
一
三
年
）
の
原
著
者
で
元
ド
イ
ツ
連
邦

議
会
議
員
の
エ
リ
カ
・
シ
ュ
ー
ハ
ル
ト
女
史
も
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
か
ら
駆
け

つ
け
て
く
だ
さ
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

こ
の
講
演
が
引
き
金
と
な
り
、
翌
二
〇
一
一
年
に
は
ベ
ル
リ
ン
の
フ
ン
ボ

ル
ト
大
学
、
日
本
大
使
館
、
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル
の
ア
ウ
グ
ス
ト

公
爵
図
書
館
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
で
連
続
講
演
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
二
〇
一
二
年
に
は
、
国
際
音
楽
学
会
の
副
会
長
に

選
挙
さ
れ
た
。
私
自
身
の
国
際
的
な
キ
ャ
リ
ア
に
と
っ
て
も
大
き
な
飛
躍

の
第
一
歩
と
な
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

八
月
か
ら
は
加
藤
拓
未
、
阿
久
津
三
香
子
の
二
名
の
博
士
課
程
後
期
生

が
二
ヶ
月
の
短
期
留
学
を
し
、
さ
ら
に
博
士
前
期
生
一
名
、
学
部
生
三

名
が
、
八
月
の
語
学
留
学
に
参
加
し
た
。
そ
し
て
九
月
二
十
四
日
（
木
）、

二
十
五
日
（
金
）
の
両
日
に
は
、
帰
国
し
て
助
手
に
な
っ
た
ば
か
り
の
メ

ン
ツ
ェ
ル
君
が
来
日
し
、
な
ん
と
日
本
語
で
「
ワ
イ
マ
ー
ル
音
楽
大
学

の
音
楽
学
科
に
つ
い
て
」
と
い
う
講
演
を
学
部
生
の
た
め
に
し
て
く
れ
た
。

日
本
語
を
初
め
て
わ
ず
か
四
年
で
こ
こ
ま
で
上
達
し
た
こ
と
に
は
、
そ
れ

を
聴
く
日
本
の
学
生
た
ち
も
大
き
な
驚
き
で
あ
っ
た
。
十
二
月
に
は
ヘ
レ

ン
・
ガ
イ
ヤ
ー
教
授
が
来
日
さ
れ
、
十
二
月
十
三
日
に
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
で

「
十
七
・
十
八
世
紀
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
養
育
院
と
音
楽
」（
英
語
、
加
藤
拓

未
通
訳
）
と
い
う
興
味
深
い
公
開
講
演
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

二
〇
一
一
年
は
い
う
ま
で
も
な
く
東
日
本
大
震
災
の
年
で
、
予
定
さ
れ

て
い
た
ワ
イ
マ
ー
ル
音
大
生
一
名
の
本
学
へ
の
留
学
も
中
止
と
な
っ
た

が
、
本
学
か
ら
は
、
博
士
前
期
生
の
尾
白
拓
哉
君
と
六
人
の
学
部
生
が
八
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月
・
九
月
の
短
期
留
学
に
で
か
け
た
。
秋
に
な
る
と
、
余
震
も
多
少
沈
静

化
し
て
き
た
の
で
、
ド
イ
ツ
側
か
ら
は
な
ん
と
か
交
流
事
業
を
続
け
た
い

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
年
も
押
し
詰
ま
っ
た
十
二
月
に

は
二
人
の
助
手
が
来
日
し
、
十
五
・
十
六
日
に
は
ニ
コ
・
ト
ー
ム
助
手
が

「
二
十
一
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
概
観
」（
英
語
、

加
藤
拓
未
通
訳
）
を
、
そ
し
て
十
二
月
二
十
二
日
に
は
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・

メ
ン
ツ
ェ
ル
助
手
が
「
中
世
ル
ネ
サ
ン
ス
音
楽
資
料
読
み
方
入
門
」
と
い

う
講
演
を
当
然
の
よ
う
に
日
本
語
で
や
っ
て
く
れ
た
。
ど
ち
ら
も
学
部
生

た
ち
に
大
歓
迎
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
ト
ー
ム
助
手
は

大
学
院
ゼ
ミ
で
、
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
に
あ
る
ジ
ャ
ズ
に
関
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
「Lip

p
m

an
n
+
R
au

-M
u
sik

arch
iv

に
つ
い
て
」
と
い
う
講
演
を
し
て

く
れ
た
が
、
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
本
学
の
大
学
院
生
た
ち
も
慣
れ
て
き
て
、

英
語
な
ら
特
に
通
訳
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
の
は
大
き
な
進
歩
で
あ
る
。

　

二
〇
一
二
年
も
交
流
事
業
は
八
月
か
ら
始
ま
っ
た
。
博
士
後
期
生
の
阿

久
津
三
香
子
さ
ん
を
リ
ー
ダ
ー
格
に
、
七
人
も
の
学
部
生
が
ド
イ
ツ
語
講

座
を
中
心
と
し
た
短
期
留
学
を
享
受
し
た
。
彼
ら
の
場
合
、
渡
航
費
は

自
前
だ
が
、
博
士
後
期
生
に
は
月
額
一
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
、
学
部
生
に
は

六
五
〇
ユ
ー
ロ
の
奨
学
金
が
支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
ワ
イ
マ
ー
ル
の
学
生
寮

に
も
住
ま
わ
せ
て
も
ら
え
る
の
で
、
学
生
た
ち
は
み
な
素
晴
ら
し
い
ド
イ

ツ
の
夏
を
満
喫
し
て
帰
っ
て
く
る
。
旅
行
は
自
己
責
任
だ
が
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
は
日
本
語
が
堪
能
な
メ
ン
ツ
ェ
ル
助
手
が
助
け
て
く
れ
る
と
思

え
ば
、
送
り
出
す
方
と
し
て
も
安
心
で
あ
る
。

　

九
月
二
十
七
日
（
木
）
に
は
毎
年
来
日
す
る
メ
ン
ツ
ェ
ル
助
手
に
よ
る

講
演
「
伝
統
演
劇
に
見
ら
れ
る
江
戸
時
代
の
女
性
像
―
―
恋
愛
と
生
に
関

す
る
一
考
察
」
が
、
も
ち
ろ
ん
日
本
語
で
行
わ
れ
た
。
内
容
は
最
近
、
ド

イ
ツ
で
発
表
し
た
も
の
と
か
で
、
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
た
が
、
日
本
語
の

上
達
も
ま
た
嬉
し
い
こ
と
だ
っ
た
。

　

十
二
月
に
は
ヘ
レ
ン
・
ガ
イ
ヤ
ー
教
授
が
再
来
日
さ
れ
た
。
ガ
イ
ヤ
ー

教
授
は
十
二
月
十
七
日
、大
学
院
の
ゼ
ミ
で
「
演
劇
的
・
音
楽
的
概
念
と

し
て
の
崇
高
―
ヘ
ン
デ
ル
な
ど
を
例
に Su

b
lim

ität–E
rh

ab
en

h
eit : 

D
ram

atu
rgisch

–m
u
sik

alisch
e K

on
zep

te—
am

 B
eisp

iel H
än

d
els 

u
n
d
 an

d
erer

」
と
い
う
講
演
を
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
美
学
・
演
劇
学
・

音
楽
学
を
横
断
す
る
学
際
的
な
内
容
だ
っ
た
の
で
樋
口
が
通
訳
し
た
。
こ

の
と
き
は
ガ
イ
ヤ
ー
教
授
の
夫
君
で
、
元
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
・
バ
ッ
ハ
ハ
ウ

ス
館
長
の
ク
ラ
ウ
ス
・
エ
フ
ナ
ー
博
士
も
ご
一
緒
に
来
日
さ
れ
、
十
二
月

二
十
日
、
学
部
生
の
た
め
に
「
バ
ッ
ハ
だ
け
は
で
な
い
。
十
八
世
紀
ド

イ
ツ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
カ
ン
タ
ー
タ N

ich
t n

u
r B

ach
. D

ie 
p
ro

testan
tisch

e K
an

tate d
es 18. Jah

rh
u
n
d
erts in

 
D

eu
tsch

lan
d

」（
樋
口
通
訳
）
と
い
う
素
晴
ら
し
い
講
演
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
。
エ
フ
ナ
ー
博
士
は
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
の
「
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
・
バ
ッ

ハ
音
楽
祭
」
の
会
長
で
も
あ
り
、
バ
ッ
ハ
一
族
や
テ
レ
マ
ン
な
ど
の
研
究

家
と
し
て
も
世
界
的
に
著
名
な
方
な
の
で
、
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
、
し

か
も
内
容
豊
富
な
名
講
演
で
あ
っ
た
。

　

一
年
間
の
小
休
止
を
挟
ん
で
、
二
〇
一
四
年
に
は
交
流
の
第
三
期
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
八
月
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
大
学
ド
イ
ツ
語
講
座
に
は
、
博
士
前

期
生
の
山
口
英
里
さ
ん
と
四
人
の
学
部
生
が
参
加
し
た
。
山
口
さ
ん
は
大
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学
院
に
入
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
ド
イ
ツ
語
の
講
読
で
も
春
学
期
に

は
ま
だ
ま
だ
だ
っ
た
が
、
秋
学
期
に
な
る
と
見
違
え
る
よ
う
に
読
め
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。
ワ
イ
マ
ー
ル
の
ド
イ
ツ
語
講
座
を
挟
ん
で
の
ビ
フ
ォ

ア
・
ア
フ
タ
ー
に
、
交
流
事
業
の
成
果
を
見
る
思
い
が
し
た
。

　

秋
学
期
に
は
ワ
イ
マ
ー
ル
か
ら
気
鋭
の
研
究
者
二
人
の
来
日
が
あ
り
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
成
果
を
挙
げ
た
。
ま
ず
九
月
に
は
カ
イ
・
シ
ャ
プ
ラ
ー

ム
助
手
が
来
日
し
、
二
回
の
公
演
を
行
っ
た
。
九
月
二
十
二
日
（
月
）
の

大
学
院
ゼ
ミ
で
は
「
音
楽
の
起
源
と
発
展
に
つ
い
て
―
一
六
〇
〇
年
以

前
の
音
楽
史
記
述
に
お
け
る
諸
問
題
」。
英
語
だ
っ
た
の
で
特
に
通
訳
は

付
け
ず
、
十
八
世
紀
の
文
献
の
引
用
の
み
、
博
士
課
程
後
期
生
の
長
島
史

恵
さ
ん
に
翻
訳
を
お
願
い
し
た
。
九
月
二
十
五
日
（
木
）
の
学
部
の
授
業

で
は
「
統
一
と
い
う
構
想
―
十
八
、十
九
世
紀
交
響
曲
の
循
環
理
論
に

つ
い
て
の
考
察
」。
ド
イ
ツ
語
で
は
あ
っ
た
が
、
博
士
課
程
後
期
生
で
Ｔ

Ａ
も
務
め
て
い
る
昇
（
旧
姓
尾
白
）
拓
哉
君
に
通
訳
と
翻
訳
を
お
願
い
し

た
。

　

十
一
月
十
五
日
〜
十
二
月
二
十
二
日
、
ワ
イ
マ
ー
ル
音
楽
大
学
か
ら
博

士
課
程
後
期
生
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
君
が
来
日
し
た
。
バ

ッ
ハ
を
専
門
と
し
て
い
る
の
で
、
樋
口
の
大
学
院
ゼ
ミ
に
参
加
し
、
日
本

の
バ
ッ
ハ
受
容
に
つ
い
て
も
調
査
研
究
し
た
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
言

語
文
化
研
究
所
研
究
員
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
。
そ
こ
で
、
や
は
り
同
様
な

テ
ー
マ
で
文
科
省
留
学
生
と
し
て
東
京
藝
術
大
学
で
研
究
生
を
し
て
い
る

グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
の
ト
ー
マ
ス
・
ク
レ
ッ
シ
ー
君
に
も
紹
介
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
ク
レ
ッ
シ
ー
君
が
本
学
の
日
本
近
代
音
楽
館
に
調
査
に
来
た
の

で
、
ふ
た
り
の
出
会
い
が
可
能
と
な
っ
た
。
ク
レ
ッ
シ
ー
君
は
、
日
本
の

バ
ッ
ハ
受
容
に
関
す
る
彼
の
研
究
の
中
で
、
バ
ッ
ハ
研
究
家
・
指
揮
者
と

し
て
の
樋
口
の
活
動
に
つ
い
て
も
書
い
て
く
れ
る
つ
も
り
ら
し
く
、
樋
口

が
指
揮
す
る
明
治
学
院
バ
ッ
ハ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
練
習
や
演
奏
会
に
も
ま

め
に
足
を
運
ん
で
く
れ
る
。

　

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
君
の
講
演
「『
ご
ら
ん
よ
―
ど
こ
を
―
わ
れ
ら
の
罪

を
』、《
マ
タ
イ
受
難
曲
》B

W
V

244

冒
頭
合
唱
の
形
式
と
内
容
へ
の
考

察
」
は
、
十
一
月
二
十
四
日
（
月
）
の
大
学
院
ゼ
ミ
で
行
わ
れ
た
。
そ
の

内
容
は
、
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
代
表
す
る
音
楽
学
の
専
門
誌A

rch
iv 

fü
r M

u
sik

w
issen

sch
aft

に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
た
び

邦
訳
を
本
誌
に
掲
載
す
る
こ
と
を
許
可
し
て
い
た
だ
い
た
。
講
演
通
訳

と
論
文
翻
訳
は
、
博
士
課
程
後
期
生
の
阿
久
津
三
香
子
さ
ん
に
お
願
い

し
た
。
彼
女
は
た
び
た
び
ワ
イ
マ
ー
ル
に
短
期
留
学
し
た
だ
け
で
な
く
、

二
〇
一
三
年
秋
か
ら
は
一
年
間
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
も
留
学
し
て
ド
イ
ツ
語

の
力
を
つ
け
て
き
た
。
す
で
に
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で
の
オ
ッ
ト
ー
・
ビ

ー
バ
博
士
（
ウ
ィ
ー
ン
楽
友
協
会
資
料
室
長
）
の
講
演
通
訳
に
も
抜
擢
し

て
成
果
を
挙
げ
て
き
た
。
通
訳
と
か
翻
訳
と
か
は
、
場
数
を
踏
ん
で
こ
そ

力
が
つ
く
も
の
な
の
で
、
次
々
に
難
し
い
試
練
を
与
え
る
こ
と
が
指
導
教

授
の
つ
と
め
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

ワ
イ
マ
ー
ル
音
楽
大
学
と
の
交
流
事
業
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
、
元
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
全
集
編
集
主
幹
で
ボ
ン
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
ハ
ウ
ス
博
物
館

長
も
務
め
ら
れ
た
エ
ル
ン
ス
ト
・
ヘ
ル
ト
リ
ヒ
博
士
の
招
聘
も
、
本
学
に

お
け
る
音
楽
学
の
大
学
院
教
育
に
は
大
き
な
貢
献
を
な
し
た
と
確
信
し
て
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い
る
。
ヘ
ル
ト
リ
ヒ
博
士
は
、
ま
ず
二
〇
〇
八
年
春
学
期
に
招
聘
教
授
と

し
て
来
日
さ
れ
、
バ
ッ
ハ
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
メ
ン

デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
、
パ
ガ
ニ
ー
ニ
、
シ
ョ
パ
ン
な
ど
の
楽
譜
校
訂
の
体
験
に

裏
付
け
さ
れ
た
資
料
研
究
の
実
際
に
つ
い
て
、
大
学
院
の
樋
口
ゼ
ミ
を

共
同
担
当
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
教
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
九
年
に

は
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
関
す
る
連
続
講
演
も
し

て
く
だ
さ
り
、
ド
イ
ツ
の
音
楽
学
の
最
前
線
の
成
果
を
教
え
て
く
だ
さ
っ

た
。
樋
口
を
主
査
と
し
て
博
士
論
文
を
提
出
で
き
た
寺
本
圭
祐
、
加
藤
拓

未
、
小
林
幸
子
、
久
保
絵
里
麻
の
四
君
、
そ
し
て
現
在
博
士
課
程
後
期
に

在
学
し
な
が
ら
博
士
論
文

を
準
備
中
の
諸
君
が
、
お

の
ず
と
国
際
的
な
視
野
を

も
っ
て
研
究
を
続
け
て
く

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

こ
う
し
た
努
力
の
結
果
で

あ
る
と
信
じ
た
い
。

　

本
年
度
退
職
に
あ
た
り
、

二
〇
一
五
年
二
月
二
十
一

日
（
土
）
に
は
最
終
講
義

「
バ
ッ
ハ
研
究
と
私
」
を

と
り
お
こ
な
う
こ
と
が
で

き
た
が
、
た
い
へ
ん
な
サ

プ
ラ
イ
ズ
が
あ
っ
た
。
ド

イ
ツ
が
学
術
・
文
化
の
国
際
的
交
流
に
貢
献
し
た
人
物
に
与
え
る
「
テ
オ

ド
ル
・
ベ
ル
ヒ
ェ
ム
賞
」
が
、
お
ど
ろ
い
た
こ
と
に
私
に
授
与
さ
れ
る
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
、
Ｄ
Ａ
Ａ
Ｄ
東
京
事
務
所
長
ウ
ル
ズ
ラ
・
ト
イ
カ
博
士

が
発
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
に
は
「
独
日
韓
大
学
間

提
携
助
成
金
」
を
つ
か
っ
た
ワ
イ
マ
ー
ル
音
楽
大
学
と
明
治
学
院
大
学
文

学
部
芸
術
学
科
と
の
長
年
に
わ
た
る
交
流
事
業
の
運
営
も
あ
っ
た
と
聞
く
。

隠
れ
た
努
力
を
見
て
く
れ
て
い
る
人
が
い
る
と
い
う
の
は
、
ま
こ
と
に
あ

り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。（
図
版
５
）

図5


